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嬢方向のみを考えることにする.具体的には粒子付言粒子j埼玉ら受吋る力 fij= fi} + fyjsとして
fi} =同行。(cij)nij，fY}s = -η(Vij . nij )8(ごり)nij を考える.ここでラ 8(x) 辻階段関数ぅ k~まパネ保




丹笥産標系で Ti= (ri(t; Zi)ぅ札ぉ)と書いたとき司ゆzとみについては常に毘定しう η については



















































0.2トp==0.167 3.244・.a*=2.0 . 3.26 _._._._. r y*==1.83xlO-L 3.28 
0ト I ・ I 3.32 





























































ケー リングザ::::E*-7/2f((ω;ーおっ/i*3/2)が成り立つことを見出した.ここでラf(x): x-l， x t"'V 1 
である.
4 まとめ
我々;まう務体の嬬動輸送においてうゆっくりとした流れから速い流れへの転移があることを見出
した.この転移はボトルネック幅w*が tIj;より小さいときに存在しう遷移時弟子が初;で巾的に発
散することヲおよびスケーワング関数が存在することを明かにした.
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